
為替週間展望＝ドル円は新型コロナ警戒で上値重く推移か

　　　　　　　　　　［４月６日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    3 月 30 日～ 4 月 3 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  107.95   108.73(31)    106.92( 1)    107.96   +0.02

ユーロ・ドル  1.1132   1.1163(30)    1.0821( 2)    1.0832   -0.0309

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    17,820.19    -1569.24     日本10年債利回り  -0.008   -0.025

ダウ平均株価    21,413.44     -223.34     米10年債利回り     0.597   -0.078

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

６日　　独２月製造業受注指数

７日　　日本２月勤労者世帯家計調査

　　　　豪２月貿易収支

　　　　豪中銀（ＲＢＡ）政策金利

　　　　日本２月景気動向指数速報値

　　　　独２月鉱工業生産指数

　　　　カナダ３月Ｉｖｅｙ購買部協会指数

８日　　日本２月機械受注高、日本２月経常収支、日本２月経常収支

　　　　スイス３月雇用統計

　　　　米ＭＢＡ住宅ローン申請件数

９日　　独２月貿易収支、独２月経常収支

　　　　英２月鉱工業生産指数、英２月製造業生産指数、英２月貿易収支

　　　　カナダ３月雇用統計

　　　　米３月生産者物価指数、米新規失業保険申請件数

　　　　米４月ミシガン大学消費者信頼感指数速報値

１０日　中国３月消費者物価指数、中国３月生産者物価指数

　　　　米３月消費者物価指数

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】新型コロナウイルスの感染拡大が警戒される中、ドル円は上下に大

きく振れやすくなり、円買いの動きが勝った場合は、ドル円は１０６円台までドル安円

高に傾く可能性があり、ドル買いが勝った場合は１１０円台を回復する展開になるとし

た。

　　　　

【世界全体で感染者数は１００万人を突破】

　新型コロナウイルスの感染拡大が続いている。世界全体での感染者数は１００万人を

突破しており、死者数は５万人を超えている。米国での感染者数は世界最大で２４万人

に達しており、死者数も５７００人超に達している。

　　

　トランプ米大統領は３月３１日に今後２週間はとても厳しいものになるとの見方を示

した。また、４月１２日までに経済活動の再開を目標としていたが、行動制限を４月末

まで延長すると表明している。まさに非常事態となっており、雇用や景気へ甚大な影響

が出てきている。

　　

　新規失業保険申請件数はこれまでおおむね２０万人台で推移していたものの、３月２

６日発表（３月１５～２１日分）は３２８．３万件となり、リーマンショックの時にす
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らなかった水準まで急増した。翌週の４月２日発表（３月２２日～２８日分）では６６

４．８万件とさらに倍増しており、２週分だけで１０００万件に迫る勢いとなってい

る。米国での雇用情勢の急速な悪化は今後の米国景気に長期に渡って重石となろう。

　　

　米国では史上最大の２兆ドルの景気対策を打ち出したものの、今後の先行く不透明感

もあって米国株は上値の重い展開が続いている。国内でも緊急事態宣言やロックダウン

（都市封鎖）が警戒される中、日経平均の上値は重く、リスク回避の円買いも入りやす

く、ドル円は上値重く推移している。

　　

　３月３１日に米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）が外国の中銀へのドル資金の供給

開始を決定しており、緊急避難的なドルキャッシュの手当てが抑えられたこともドル円には圧

迫要因となっている。

　新型コロナウイルスの感染拡大は当面は続くとみられる。終息に向かうどころか拡大

傾向にあり、感染者数や死亡者数は増加が各国の株価の圧迫要因となりそうだ。リスク

回避の円買いも出やすいとみられることからドル円は上値の重い展開となりそうだ。一

時的に戻しても戻りは限定的となるとなろう。ドル売り円買いが加速すれば、１０５円

の節目を試す可能性もある。ドル円の目先の予想レンジは、１０５．００～１０８．５

０円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、７日に日本２月勤労者世帯家計調査、日

本２月景気動向指数速報値、８日に日本２月機械受注高、日本２月経常収支、日本２月

経常収支、米ＭＢＡ住宅ローン申請件数、９日に米３月生産者物価指数、米新規失業保

険申請件数、米４月ミシガン大学消費者信頼感指数速報値、１０日に米３月消費者物価

指数などがある。

　　

【ユーロドルは軟調な流れが継続か】

　ユーロドルは３月３０日に１．１１６３近辺まで上昇したものの、その後は下げに転

じている。欧州での新型コロナウイルスの感染拡大により、感染者数も死亡者数も増加

傾向に歯止めがかからず、大幅な景気減速への警戒感の高まりが背景にある。

　　

　イタリア、スペイン、フランスなどでは感染者数だけでなく、死亡者数も大きく増加

している。欧州連合（ＥＵ）加盟国の間では、内部での対立も起きている。危機を乗り

切るためにスペインやイタリアなどはユーロ共同債（コロナ債）の発行などを求めてい

るが、ドイツやオランダは反対意見が根強く、一枚岩とはなりにくい。

　　

　新型コロナウイルスの感染拡大により各国の景気は大幅な悪化が見込まれており、

ユーロにも重石となっている。ユーロドルは下落基調にあり、この流れが継続するとみ

られる。ユーロドルの目先の予想レンジは、１．０６００～１．１０００ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、６日に独２月製造業受注指数、７日に豪２

月貿易収支、豪中銀（ＲＢＡ）政策金利、独２月鉱工業生産指数、カナダ３月ＩＶＥＹ

購買部協会指数、８日にスイス３月雇用統計、９日に独２月貿易収支、独２月経常収

支、英２月鉱工業生産指数、英２月製造業生産指数、英２月貿易収支、カナダ３月雇用

統計、１０日に中国３月消費者物価指数、中国３月生産者物価指数などがある。
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